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に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
内
容
項

目
」
が
『
自
己
の
生
き
方
』
に

の
み
思
考
を
焦
点
化
し
て
い

る
の
に
対
し
、
私
た
ち
が
子
ど

も
た
ち
に
育
み
た
い
道
徳
性

に
は
「
自
己
の
生
き
方
、
社
会

構
造
に
対
す
る
視
点
、
人
間
関

係
（
関
わ
り
合
い
）」
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
複
合
的
な
視
点

を
道
徳
授
業
に
盛
り
込
む
た

１
学
期
か
ら
実
施
し
て
き

た
「
学
習
指
導
要
領
の
支
部
学

習
会
」
の
中
で
は
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
道
徳
教
科
化
・
外
国

語
移
行
措
置
に
対
す
る
心
配

の
声
が
多
く
、
ま
ず
は
道
徳
の

教
科
化
に
対
す
る
考
え
方
を

ま
と
め
る
資
料
を
作
成
し
た

も
の
で
す
。 

道
徳
の
教
科
化
に
当
た
っ

て
は
、
道
徳
の
学
習
指
導
要
領

め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
教
材

文
が
持
つ
矛
盾
や
非
科
学
性

を
乗
り
越
え
る
授
業
づ
く
り

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
こ

と
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

今
年
は
、
小
学
校
版
と
し
て

小
学
校
の
全
組
合
員
と
、
中
学

校
の
各
分
会
に
配
布
し
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
宗
谷
教
組
本
部
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

９
月
２
日
に
宗
谷
教
組
第

五
一
回
中
央
委
員
会
を
行
い

ま
し
た
。
各
市
町
村
・
各
学
校

で
行
事
な
ど
が
重
な
る
中
で

た
い
」
と
い
う
若
い
先
生
の
頼

も
し
い
言
葉
も
。
集
い
合
う
こ

と
の
大
切
さ
、「
あ
り
が
た
い
」

と
思
っ
た
経
験
を
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
確
か
め

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
】 

稚
内
支
部
か
ら
は
教
育
条

件
整
備
の
運
動
を
ど
う
進
め

る
の
か
…
と
い
う
構
想
を
練

る
過
程
で
の
議
論
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
猿
払
支
部
か

ら
は
教
育
課
程
づ
く
り
を
学

校
づ
く
り
を
基
盤
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切

さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

【
組
合
づ
く
り
を
前
に
】 

今
日
的
な
忙
し
さ
と
組
合

づ
く
り
と
の
関
係
を
指
摘
し

て
き
れ
た
発
言
も
あ
り
ま
す
。

な
か
な
か
分
会
長
会
議
に
集

え
な
い
、
忙
し
い
け
ど
踏
ん
張

っ
て
や
っ
て
い
る
…
と
い
う

現
状
を
ど
う
に
か
し
た
い
と

い
う
発
言
。
本
部
か
ら
の
総
括

で
は
、
組
合
づ
く
り
に
依
拠
す

る
方
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
確
か
め
合
い
ま

し
た
。 

 

「
話
す
」
の
語
源
は
「
心
を

放
つ
」
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
集
ま
っ
て
語
る
こ
と
、
話

す
こ
と
は
教
職
員
組
合
運
動

を
未
来
へ
の
一
歩
を
放
つ
原

動
力
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
の
ま
わ
り
で
も
分
会

会
議
や
支
部
会
議
、
あ
る
い
は

本
部
主
催
の
企
画
な
ど
で
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

代
議
員
を
生
み
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

発
言
本
数
は
い
つ
も
の
中
央

委
員
会
に
比
べ
て
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
宗
谷
教
組
の
運
動

の
到
達
を
確
か
め
、
今
後
の
展

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
会

に
な
り
ま
し
た
。 

【
集
う
こ
と
は
元
気
に
つ
な
が
る
】 

枝
幸
支
部
か
ら
「
若
者
（
み

ん
な
）
の
集
い
」
の
報
告
、
幌

延
支
部
か
ら
「
支
部
会
議
に
ま

だ
加
入
し
て
い
な
い
先
生
も

来
て
く
れ
て
交
流
し
た
」
と
い

う
経
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
浜
頓
別
支
部
か
ら
は
「
自

分
が
組
合
活
動
に
ど
う
参
加

し
て
い
け
る
か
考
え
て
い
き

猿払村は、今年も多くの出入りがありまし

た。去られた方もいましたが、新しく仲間にな

られた方もいたりして、数的にはそんなに変わ

らずかなと思った２０１７年１学期でした。 

猿払支部は、ここ近年、村内陸上大会の日に

学習会と懇親会をセットで開くのが通例とな

ってきました。今年も内藤書記長に来ていただ

き、学習会を開きました。参加人数は、１４名

でした。新学習指導要領の事、道徳・英語の教

科化など、多忙化に拍車がかかってきていま

す。自分達の学校の将来のことですから、真剣

です。終わった後、いくつかの質問に討議と続

き、少しではありますが、不安がとれたかなと

思いました。組合員同士で顔を合わせて話す中

で生まれる安心感だと感じました。 

参加していただいた組合員の中からの感想

をいくつか抜粋させていただくと… 

「現代の子ども達が変わるように、教育の仕

方も変えていかなければならないが、それに対

応することは、とても難しい」とか「いろいろ

な心配事が増えました。…が実際、やるしかな

いのでしょう。」と。 

アンテナを高くして、知恵を絞りましょう。

手をあわせて、前へ進んで行きましょう。 

文責：浜鬼志別小学校  氏家 資年 

第４回 猿払支部編 

第１回「動く分科会『被爆遺構をめぐる』 

８月６日から５日間、長崎県で行われた原水爆禁止世界

大会に参加しました。４回にわけて、その様子を紹介しま

す。全体集会をはじめ様々な集まりに参加しました。今回

は、２日目の「動く分科会『被爆遺構めぐり』」の様子です。 

３０度を越す暑さの中、三時間半歩き回って遺構を見て

回りました。平和ガイドは長崎県の高校の数学の先生。ご

自身も被爆２世で、原爆のことを伝えなくてはと平和ガイ

ドをしているそうです。何十回もガイドをしているという

ことで、道中も寄り道をしながらたくさんの話をしてくれ

ました。 

爆心地公園に集合し、半径７００

ｍくらいの中にある被爆遺構７ヶ

所を見ました。長崎原爆遺跡を構成

する５つのうち４つの遺構を分科

会で見ました。１つ目は、爆心地。 

御影石の標柱の上空５００ｍのところで原爆は炸裂した

そうです。炸裂後１秒でも５０００℃もある火球は、もう

１つ太陽ができたようだったそうです。２つ目は山王神社

の二の鳥居。鳥居は、半分が崩れ片足になっていました。

そして、残った半分も爆風を受けてずれたまま残っていま

す。３つ目は、長崎医科大学の門柱。１ｍ四方の大きな石

づくりの柱です。爆風で浮き上がった隙間に飛ばされた石

がはさまり、１０度傾いた状態で時が止まった様になって

いました。４つ目は、浦上天主堂の鐘楼台。爆心地から 

５５０ｍのところにあり、

直径３ｍくらいの石づく

りのドームが３５ｍもと

ばされたそうです。これら

の遺構は、大きなものをも

動かしてしまう、爆風の激

しさを物語っていました。 
 
文責：稚内南小学校・山本 民 
★この連載は４回にわたってお届けします。 

 

◆私たち教職員組合の運動は、様々な学習会をした

り集まりを企画します。ふと、疑問を持ちました。

「そこにある原動力はなんだろう」と。 

             ◆まずは「やりたい」という声があること。本部に

「こういうことしたいね」という声が届くと、素早く動きが創れます。そして、

情勢を見て作戦を練ったり、教職員組合運動として「これ大事にしたい」という

ことを念頭に集まりを考えたりもします。そんな中にある想いは「いい集まり

だったね」って元気が出ればいいなぁ…と。 

◆おもて面の様々な集まりにたくさんの方が集まってくれるとうれしいです。 
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宗谷教職員組合 
 
〒  稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 
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谷
の
秋
は
忙
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
う
え
で
も
宗
谷
教
組
と
し
て
秋
か
ら

冬
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
企
画
を
行
う
の
は
、「
愉
し
ん
だ
あ
と
に
は
、
元
気

が
出
る
。
そ
れ
が
明
日
の
教
育
を
担
う
私
た
ち
の
力
に
な
る
」
と
信
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
ん
な
、
組
合
運
動
の
良
さ
を
「
組
合
を
愉
し
む
あ
な
た
は
、

明
日
を
楽
し
く
で
き
る
人
。」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
日
程
的
に
可
能
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に
集
い
ま
し
ょ

う
。
愉
し
む
こ
と
が
明
日
の
元
気
と
楽
し
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

日 時：９月３０日（土）１３：３０～１７：３０ 

場 所：稚内北星学園大学 

参加費：無料 
 

第１部 ミニシンポジウム 
テーマ：「どうする、『道徳教科化』 

     あと半年で、考えるべきこと」 

第２部 分科会 
前期、取り組んだ教育実践を持ち寄りませんか？ 

資料は、学級通信や指導案などでＯＫ！ 

もちろん、オブザーバー参加もお待ちしています。 
【開設予定の分科会】 

①中学校国語、②中学校数学、③中学校理科、 

④中学校社会、⑤中学校英語、⑥音楽（小・中共通）、 

⑦保健体育（小・中共通）、⑧図工・美術（小・中共通）、 

⑨特別支援教育、⑩小学校 

 

日 時：１０月７日（土）午後～８日（日）午前 
内容：７日は余市・ニッカウヰスキー見学と交流会 

８日は小樽市内を「ブラタモリ」的散策 

道教組青年部が毎年続けている全道の若い先生方の交流企画です。今年は小樽・余市で行われます。 

 ◆組合員には交通費が出ます。宿泊費の補助も！ 

 全道の若い先生とつなが

りを作りましょう！！ 

 

北海道の大きな教育研究集会です。毎年、宗谷からは３０～４０人の先生方が参加します。 

テーマ討論 ３日１０：１５～１２：３０ 
①新「共通テスト」で北海道の教育はどうなるか 

②学校が変わってしまう～新学習指導要領の実態～ 

③地域で考えよう、子どもの貧困 

④北海道１５０年を教育の場から問い直す 
 

教育の夕べ ３日 17:45～19:00 
ジャーナリスト 齋藤 貴男さん 

分科会 ３日 13:30～16:30／４日 9:30～15:00 
 
(1)国語教育   (2)外国語教育  (3)社会科教育  (4)数学教育 

(5)理科教育   (6)美術教育   (7)書教育    (8)音楽教育 

(9)技術･職業教育   (10)家庭科教育   (11)保健･体育教育 

(12)総合学習･生活科   (13)特設「道徳」  

(14)学校と家庭の生活指導 (15)教育条件確立の運動  

(16)教育課程と学校づくり   (17)地域における子育て･学習運動 

(18)地域と学校の文化･スポーツ活動  (19)国民のための大学づくり 

(20)障害児･障害者の教育と福祉 (21)環境･公害と教育 

(22)平和･憲法、人権･民族と教育     (23)子ども・青年の発達と教育 

(24)不登校･登校拒否･高校中退 

 

北海道から飛び出して全国の実践家に会ったり、全教の組合員と交流し

たりする企画です。前回は２０１１年に東京に行き、フェスタの講師に

会いに行きました。 

今回の「飛び出せ道外！」のターゲットは沖縄。昨年度、ゆいま～るに

行った人も、行かなかった人も、共に沖縄の歴史と今を学びましょう。 

※交通費、宿泊費は各自負担です。 

※その他、見学料などがかかります。 

◆千歳から途中合流なども相談次第です。 

道高教組青年部が中心になって行う

「青年部教研」です。 
 

開催日 

 ９月２３日（土）〜２４日（日） 
（２３日 １３：００〜２０：３０  ２４日 ９：００〜１２：００） 

全体講演 13:00～15:00 

「教員の働き方、部活動問題」 

 内田 良先生（名古屋大学准教授） 

場 所 

講演会場 旭川市民文化会館３Ｆ大会議室 
（旭川市７条通り９丁目） 

研修会場 東川町キトウシ森林公園家族旅行村 
（東川町西４号北４３） 

講座 

①授業改善、評価  

②学級経営と HR 活動 

③自主性を伸ばす生徒会活動 

④高等学校における特別支援教育 

⑤超過勤務解消とアフター５の充実 

宗谷教職員組合 

秋から冬の取り組み 
参加申し込み書 

9/23 高教組「青年部教研」 

参加に○を 

【  】講演会 

【  】講座 

【  】交流会 

参加講座の番号 

11/3・4 合同教研 

参加する場面に○を 

【  】テーマ討論 

【  】分科会(３日) 

【  】分科会(４日) 

【  】大交流会(３日夜) 

【  】全体講演 

1/9～12飛び出せ道外 

どちらかに○を 

【  】参加します 
【  】内容・費用を

詳しく知り

たいです お名前                             

学校名                        

連絡先                           

それぞれの申込みは 
こちらから 

 

◆写真に撮っ

て宗谷教組本

部までメール

もＯＫ 

 

切り取り 

9/30秋の教研集会 

参加に○を 

【  】シンポジウム 

【  】分科会 

参加分科会名 

10/7オトナの宿泊学習 

参加する場面に○を 

【  】７日ニッカウヰスキー 

【  】７日交流会 

【  】宿泊（斡旋ホテル） 

【  】８日小樽散策 


